別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費
	事業名: ＩＡＭＡＳ移転事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　商工労働部　情報産業課　ＩＴ拠点係　電話番号：058-272-1111（内3114）

　　　　　　　E-mail：c11338@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：232,674千円（前年度予算額：23,500千円）
	要求内容


	１　要求の内容


情報科学芸術大学院大学（以下「大学院大学」という）校舎の耐震問題（耐震性が著しく低い）の解決と、大学院大学を最新情報技術の発信及び優秀な人材の集積拠点として、ソフトピアジャパンのコア機能と位置づけ、県内産業の振興に活用すること等を目的として、大学院大学をソフトピアジャパンセンタービル（以下「センタービル」という）及びワークショップ２４（以下「ＷＳ２４」という）に移転するための改修工事等（２４、２５年度の２ヶ年度で実施）を行う。

（１）センタービルの改修工事

　　　センタービル２Ｆ～５Ｆに事務局事務室、講義室等を設置するための改修工事

（２）ＷＳ２４の改修工事

　　 ＷＳ２４の１Ｆ及び３Ｆ、５Ｆに図書館、金工室、木工室、研究スペース等を設置するための改修工事。
	２　所要経費


・センタービルの改修工事　 　　 76,254千円（H24　　　0千円 総工事費　76,254千円）
・ＷＳ２４の改修工事（建築）　  71,352千円（H24　7,200千円 総工事費　78,552千円）
・ＷＳ２４の改修工事（電気設備）51,714千円（H24　　　0千円 総工事費　51,714千円）
・ＷＳ２４の改修工事（機械設備）32,754千円（H24　　　0千円 総工事費　32,754千円）
・事務費（公共建築）               600千円（H24　　300千円）
○総事業費（H24年度当初予算）                256,900千円

H24年度 実施設計費                          16,000千円

　　　　　 工事費                               7,200千円

　　　　　 事務費等                               300千円

H25年度 工事費                             232,800千円

           事務費　　　　　                       600千円

【債務負担233,000千円(3:97)】

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	23,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	17,400
	6,100

	要求額
	232,674
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	174,000
	58,674

	決定額
	232,600
	232,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	600


	事業評価調書
□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　現校舎の耐震性が著しく劣っている状況であること、企業の集積地であるソフトピアジャパンとの地理的な乖離などから、両者の連携が必ずしも十分できず、これまでその技術や人材が県内企業に十分に還元されてこなかったことから、大学院大学をソフトピアジャパンに移転させ、「高度な研究開発機能に特化した先端技術情報の発信拠点」として、多くの企業や人材がその情報や技術を求めて集まる環境を整備していく。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	ソフトピアジャパンセンタービル及びワークショップ２４の改修工事であるため。


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）実施設計
（２）改修工事の着手


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　改修工事に向けた実施設計が完了し、改修工事に着手した。２５年度中に工事が完成した後、引越作業等を行い２６年４月から移転先で講義等を実施する。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	著しく低い校舎の耐震性の問題解消と大学院大学の移転による産官学連携のさらなる強化を図るため、事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

△

	現在移転工事を実施中であり、平成２６年度に移転することにより耐震性の問題解消及び企業との連携の強化を図るため。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	移転改修工事費の節減と、施設利用の効率化を図るため、校舎の移転案（レイアウト等）の検討を行い、既存の設備を最大限利用することにより工事費の縮減を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
現在入居している企業、店舗の事業活動に支障がないよう改修工事を実施する。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　移転後は(財)ソフトピアジャパンとの連携をさらに強化し、共同研究や新商品・サービス開発にかかるアイディアの提供及び技術支援などにより県内産業の振興に活用していく。


